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資 料

マ ツ カ サ ウ チ の 幼 期

内　田　惠　太 　郎

朝鮮 總 督 府 水 産 試 驗 揚

　 マ ッ カ サ ウ ヲ ーlfonnceelt）is　」
’
rsl）onic’tcs （HOV 　ITI

・
y　．x−） は本邦中部以 南 の 沿岸に は珍 らし くない

魚 で
， その 著 し く特異な形態及 び細菌との 共棲發光 に よつ て 有名 で あ るが ，そ の 初期 生 活皮

に就 い て は 全 く知 られて ゐ す、従 つ て 特異な形態の 磯現過程 に就 い て も全 く知 られて ゐ な い 。
　 　 1）

FRANZ （1910 ）が 記載岡示 した全長 35　mm の 稚魚が報告 され て ゐ る最小 Z） もの で あ ら う 、こ

の 大 さに於て は，既に體の概 形は整 ひ ，體各部の 比 及び體の外 裝が 多少成魚 と異 なる ほか 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

特微は總て 現 はれ て ゐ る。筆者は TFR 舐 Z の 記載以 下 の 大 さの もの で は ，現在全長 11．5 川 TTI

　 　 　 　 　 3）

及び ］5．：5mln の もの を所有 し，多少興味 ある點が見 られ る の で 要 點 を略記 する。

　全長 11．5・nv ）i，體長 S、9mm ，膃高 7．5mm ，頭 長 封 mm 、眼很 1．5　mm ，吻長 り．7 コnm1 。體高は

　　　　　　　　　　　　　 Fig．　 L 　・lfonocent尸is　japoni
’
cus 　juv．

　　　　　　　　　 1L5 】um 　ill　total　leligth．　cfilllera 　luei［1fi使 用，筆者耋ま0

　 1｝　FRAr　z
，

、
．．1910．　Die　 lapanischen　 K ］ioclienfi ：｛

・he　 del・SzullL111ung　 Haberer 　 m 且d　 D 〔岨ein ，
Abh・　Aka 冨．　Bayer．　AX’a ｛，　TP

’iss．2 ： G］．，Suppl．　4，
　No．］，S．32，　「raf．　Y ，

　F 三9．4CL

　 2）　1928年 8 月 10 口，慶徇 南道 昌 善 島 洛 岸採集 。

　 3） 1928年 9 月 22 日 ， 洛東江 口 外 の 大 藪綱 に て 採集。
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域魚 に 比 して 高 く．艘 長は その 11／δ 倍 ⊂成魚で は約 1　！f3　一一11／5鰭 ）， 體 の 概形は圓扁 した圓

盤耿 を呈 する e 頭、朕等 1まい つ れ も減 魚に 於 け る よ りも大 き く， 頭は高 さが長 さ よ りもよほ

ど大 きい 。體 の 外装 は氈 に 出來、そ の うへ 多 くの
『i，］質突起が著 し く發達 して ゐ る た め ， 減魚

よ りも一暦特異 の 外貌 を呈 して ゐ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

　成魚の 頭部骨格が 外 面 に粗縁 の 隆起賑をな して ゐ る部分 は ，
こ の 時ma　IC於 て は 多 くは更 に

著 しい 粗頭 の 突起 をな し，前額部後頭部等 に 於 て は角歌 を呈 して ゐ る e 龍 の 摩 い 鱗は既 に全

く現 はれ て 全身を掩 ひ ，各 鱗の 中央部 1こ は粗頭 を有す る 著 しい 突起が や や 後方 を向V・て發達

し， そ の ため體の 感 じは成魚 に 於 け るよ りも一・暦乾燥 した松毬 を思は せ る もの が あ る。背鰭

軟條部 基底及び臀鰭基底 の 中央兩側 に は各 1 個 の 大 きな骨質突起が發達 して ゐ る。背鰭 の 棘

は ， 現 はれ て ゐ るが極 め て繊小 で 軟 らか く、軟條の や うな觀 を呈 し，棘 間膜 もよ く發達 して

その 前部 は黒 い 。腹鰭 の棘は未だ全 く現 はれす．こ れ に 反 して ．成魚 に 於 て はわ つ か に痕跡

的 に殘 つ て ゐ る に 過 ぎ な い 3 個 の 軟條が ，極 め て よ く發達 して大 きな腹鰭 を形戒 し，眞黒な

鰭膜 を持 つ て 著 しい 特黴をな して ゐ る。下 顎先端下 面に あ る一對 の 卵形 の 發光器は，外 觀上

既 に よ く發達 して 黒 い 天鵞絨面を呈 し ， 長 さ約 1mm で 威魚 に 於 ける よ りも比較的大 “
t

　Ln。

體 の 色彩は成魚 と大差な く， 鱗 り 輪廓をなす黒線 は幅廣 く，或部 分の鱗 に 於 て は その 内方 1こ

まで 蹟が つ て ゐ る。

　全 長 15．5mm の もの に 於 て も體はほぼ上 記の もの と變 らす ， た だ 腹鰭の棘 の 太 い 原基が

わ つ か に現 は れ ， そ の 軟條は比較的 や や 短 か くな つ て ゐ る。

　全長 35　
］inn の もの に 於て は ，

　 FRAI −
z の 記載 に あ る通 b， 背鰭 及び腹鰭 の 棘 は氈 に よ く發

達 して 太 く且 細 縱 溝 を有 し， た だ長 さが 比較的短か V ・。頭部 及 び 鱗の 突起 はな ほ存す る が ，

著 し く低 くなつ て ゐ る。

　以上 ICよつ て見 る に ，マ ツ カ サ ウ ヲ の 鱗の 形 成は一般 の 魚 類 に 於け る よ りも極 め て 早 く，

且 幼時 に は ， 頭部 の 骨質突起 と と もに，戎魚 に 於 け る よ りも更に一暦著 しい 過慶 の 發達を逾

げ，然 る後 に 成長 に 從 つ て それが 減退 して ゆ くの で あ る。然 る に
， 成魚 に 於 て 著 しい 特徴 を

な して ゐ る背鰭 及び腹鰭 の 彊大 な棘は發 達が 甚 だ遲 い （一般魚類に 於て も，鰭 の 棘部 は軟條

部 に 比 して 發達が暹 い の で あ る が ）。殊 に 成魚 に 於 て は痕 跡 的 に存す る に 過 ぎなV ・腹鰭の 軟

部 が ，幼期 に は著 しく發達 し て大 きな腹鰭 を形成 し，後腹鰭棘 の 出現 發達 と と もに 軟條部 は

比 較 L萎 縮 して ゆ く、發光器 は極 め て 幼期 よ り發達 して ゐ る。

　 こ の 幼 期 と成魚 とを比較す る と，マ ツ カ サ ウ ヲ の 異常な性質 は一暦 その 異常さを獪 すや う

に 思 はれ るの で あ る。

　 1 ） マ 効 サ ウ 才 の 骨 格 に 弥 ・て は 、9 柵 ・ s
，
E ．　G．19。4．　 Tbe　 esteol ・gy 。f　s。 nie 　 be・ye・id 舳 ・s・

乃・oe．τ7．8、♪］Tae ，　Jftts．，　Yel ．27，］）1）．6／7− 619．　參翔｛。
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